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介護学生の実習に関する状況調査
になっている。「座学」では技術や知識の基本
を理論的に学び、その基本を踏まえて、学内
で実際に取り組む「演習」、そして、学内で学
んだそれらの内容を現場に出かけて実践し、
振り返り、新たな課題をつかむという体系が
示された。また、介護実習指導は介護総合演
習として 120 時間（旧 90 時間）、介護実習 450
時間として介護領域の中に位置づけられ、強
化されることになった（同上［2014：13］）。
このように介護は“実践の技術”といわれる
性格上、介護実習教育の重要性が理解できる。
　このような中で、昨今、実習中に体調を崩
す学生の増加がみられるようになってきた。
学生の実習における状況を知ることによって
何らかの課題が見えてくるのではないかと考
える。
　本論ではアンケートによる学生の状況把握
を行う。その結果をもとに、学生の効果的な
学習の成果を得るためにはどうしたらよいか、
今後の介護実習教育のあり方について考察す
る。
研究方法
　学生の状況を把握するため、本学保育学科
介護福祉専攻 1・2 年生（1 年：13 名、2 年：
20 名）を対象に実習終了後、アンケートを行っ
た。
介護教育の歩み
はじめに
　1987（昭和 62）年「社会福祉士及び介護福
祉士法」が制定され 26 年が経過し、介護福祉
士も 2013（平成 25）年 9 月現在で 118 万 3979
人の登録者数（厚生労働省 a2014）となり、介
護現場の中枢を担っている。
　一方、2000（平成 12）年介護保険制度の導
入に伴ってサービスの量的拡大と質的向上が
求められるようになってきた。
　このような状況の変化と時代の要請の中で
「社会福祉士及び介護福祉士法」が改正され、
養成にかかる制度などが大きく見直された。
　2007（平成 19）年の新たな介護福祉士養成
課程のカリキュラムは、従来の「介護技術」「医
学一般」「老人福祉論」といった科目単位から
「介護」「こころとからだ」「人間と社会」の三
つの領域に再編された（厚生労働省 b［2014：
5］）。
　本学は 2010（平成 22）年、2 年課程の介護
養成校としてスタートした。本研究では、介
護教育のなかの実習について焦点を当てる。
その中で、本学の介護学生の実習状況を把握
し今後の実習の方策について考える。
研究目的
　介護福祉士養成教育は、平成 21 年度の新カ
リキュラムから３領域に分類され、その内容
も「座学」「演習」「実習及び実習指導」の学
習が交互に繰り返され教育効果を高めるよう
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　表１　教育内容とカリキュラム
〈人間と社会〉 時間
１　人間の理解 60 以上
２　社会の理解 60 以上
〈介護〉　　
３　介護の基本 180
４　コミュニケーション技術 60
５　生活支援技術 300
６　介護過程 150
７　介護総合演習 120
８　介護実習 450
〈こころとからだのしくみ〉
９　発達と老化の理解 60
10　認知症の理解 60
11　障害の理解 60
12　こころとからだのしくみ 120
（URL：厚生労働省 b2014.p8）
　図１　教育体系の再編
（URL：厚生労働省 b2014.p5）
　1987（昭和 62）年時代の要請を受け「社会
福祉士及び介護福祉士法」が制定され、1988
（昭和 63）年より介護福祉士の養成教育がス
タートした。2007（平成 19）年 12 月、「社会
福祉士及び介護福祉士法」の一部改正により、
介護福祉士の資格取得方法の一元化、介護福
祉士の定義、義務規定の見直し（厚生労働省 c
［2014：3、4］）や教育内容及びカリキュラム
の見直し（厚生労働省 b［2014：8］）などがな
された。
　介護福祉士の資格取得方法の一元化では介
護福祉士の登録者数の増加に伴い介護福祉士
の資質の確保のため“すべての者が一定の教
育プロセスと国家試験を受験して資格を取る”
というものである。
　また、介護福祉士の定義では「社会福祉士
及び介護福祉士法」第２条２この法律におい
て「介護福祉士」とは第 42 条１項の登録を受
け介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及
び技術をもって、身体上又は精神上の障害が
あることにより日常生活を営むのに支障があ
る者につき心身の状況に応じた介護を行い、
並びにその者及びその介護者に対して介護に
関する指導を行うことを業とする者をいう」
（社会福祉士・介護福祉士・社会福祉主事制度
研究会［2012：4］）とあるように「入浴、排
泄、食事その他の介護」という身体の介護に
重点を置いて構想されていた介護福祉士の業
について現状の多様なニーズに対応した介護
サービスを支える「心身の状況に応じた介護」
を業に変更。また、義務規定として「資格取
得後も社会福祉及び介護を取り巻く環境の変
化による業務の内容の変化に対応するため、
知識及び技術の向上に努めなければならない」
と資質向上について明記されている。
　なお、教育内容とカリキュラムについては
下記の表１、図１に示す。
人間と
社会
心 と 体
のしくみ 
介護
介護に必要な周辺知識を「人間と社会」「こころ
とからだのしくみ」で学ぶ
「その人らしい生活」を支えるために必要な介護福
祉士としての専門的技術・知識を「介護」で学ぶ
バックアップ
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図３　行きたい実習施設
２．実習期間について
（１）最初の実習はいつ頃が良いかについては
8 月 9 名、7 月 8 名、10 月 6 名、9 月 4 名、5
月 3 名、6 月 2 名、11 月１名となった（図 4）。
図 4　最初の実習はいつ頃がよいか
（２）どうしてそう思うのかについては、「あ
る程度知識を学んでから」と「ある程度実技
の演習を学んでから」が 39％、「季節的に実習
しやすいから」10％、「早めに介護現場の状況
を知りたいから」7％であった（図 5）。
図 5　どうしてそう思うのか
アンケート
①実施対象：長崎短期大学介護福祉専攻学生
　　　　　　１年生；20 名
　　　　　　２年生；13 名
②調査日：
１年生；2012（平成 24）年 11 月 5 日（月）
　　　　第一講義室にて行う。
２年生；2012（平成 24）年 11 月 18 日（木）
　　　　第三講義室にて行う。
③調査方法
授業終了後、アンケート用紙を配布し、記入
してもらいその場で回収。
④アンケート結果
１．実習施設について　
（１）実習に行く順番はグループホーム・リハ
ビリテーション病院、在宅・障害者施設、老
健施設、特養施設、長期実習という順だった（図
2）。
　長期実習：障害者施設・老健施設・特養施設の中から、
学生が希望する実習施設を選んで 23 日間の実習を行う。
図２　実習に行く順番
　（２）希望する実習施設
　自分が行きたい実習施設では長期実習25名、
特養施設 24 名、老健施設 24 名、グループホー
ム・リハビリ施設 21 名、小規模多機能型居宅
介護事業所 18 名、訪問介護 11 名、通所介護
10 名、ケアハウス 4 名だった（図 3）。
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図 7　通勤時間
４．実習の日数について　　
各施設における実習日数の希望では、最も多
かった日数を各施設で述べると、グループホー
ム 5 日、リハビリテーション病院 5 日、在宅 5
日と 7 日が同数、障害者施設 10 日、老人保健
施設 10 日、特養施設 7 日であった（表 3）。
　表 3　実習の希望日数
施設
日数
GH
リハ
ビリ
在宅
障害者
施設
老人保
健施設
特養
施設
1 0 1 0 0 0 0
3 1 2 1 0 0 0
5 28 24 15 2 0 1
7 3 6 15 5 4 16
9 0 0 0 1 1 2
10 0 0 2 24 27 13
12 0 0 0 1 1 1
15 1 0 0 0 0 0
＊ GH：グループホーム、
　リハビリ：リハビリテーション病院
５．実習中の具体的な学習内容は表 4 －①②
③にまとめる。
６．実習記録について
（1）日誌を書く時間では、3 ～ 4 時間が 20 名
で最も多く 2 ～３時間が 12 名、4 時間以上が
2 名であった。
（2）日誌の書き方について困ったことでは、
　その他では１年生と２年生別に次のような
ものがあった（表 2）。
表 2　どうしてそう思うのか（その他）
1 年生
・学校に慣れてくるから、学生間の連絡も取りや
すい
・実習が続くと体力的に問題が出るから
・半年くらいがちょうど良いと思う
・前期分の知識・技術を考えて、この時期に 1 ～ 2 ヶ
所が良いと思う
2 年生
・ 3 ～ 4 ヶ月は知識を身につけてから実習に臨ん
だほうが良いと思ったから
・実習と実習の間に休みが欲しかった
３．実習場所までのアクセスについて
（１）どのような交通機関を利用したかは自家
用車が 49%、公共交通機関 25％、徒歩 16％、
その他 10％だった（図 6）。
図 6　実習に行く時の交通機関
　その他の具体的内容は乗り合わせ 4 名、具
体的には「同じ実習先の人に送ってもらって
いた」「他の人に乗せていただいた」であった。
（２）通勤時間は 30 分以内が 11 名、1 時間 9 名、
1 時間以上 8 名、40 分と 50 分が各 6 名、20 分
4 名、10 分１名であった（図 7）。
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書き方がわからない 16 名、実習中の情報不足
15 名、記録の構成が難しい 9 名、書く内容が
わからない 4 名、その他 1 名であった。自由
記述による具体的内容を表 5 にまとめる。
7．実習中の体調の変化については特にない 22
名、体調の変化あり 11 名であった。具体的な
内容については表 6 にまとめる。
表 4　実習中の具体的な学習内容
①
実習前の準備
1 年生 2 年生
施設に関すること
・通勤の方法を調べて、事前に一度行ってみた
・事前ＯＲで施設のことを聞いたので、それをま
とめて少しでも頭に入れるようにした
・各施設どのようにしているかを少し考えた
・施設の概要（パンフレット・ホームページ等）
に目を通し、どのような施設か調べた
・グループホームについての確認や実習先につい
て調べた
・各施設を知るため、教科書、ホームページなど
で事前に情報収集　・事前ＯＲのアポ取り
・施設の利用者や目的について下調べ
施設に関すること
・実習施設の下調べ
・施設概要調べや入所者の特徴等を調べた
・施設の下調べや実習に必要なものを準備した
・施設に関する資料
・概要や OR 時施設からの事前学習を行った
・場所がわからないところは行ってみて確認、移
動時間を計測する
態度について
・頭の中で気をつけることなどを考えた
・持っていくものなどを確認
・忘れ物がないようにすること
・笑顔を忘れない　・尊重、尊敬した態度
・人間関係をしっかりする
・必要なものを揃えておく　・個人表などの作成
・目標、持っていくものメモ
態度について
・爪切り、エプロン、髪切り等
・必要物品の確認
・メモ帳と筆記用具
・心の準備、身だしなみ
・睡眠を十分取るようにした
学習について
・教科書やノートを見て予習
・実技の予習・復習
・教科書を見て事前学習、心の準備
学習について
・介護技術の復習　・レクの材料・資料
・教科書（実技）を読み返す
・施設の概要や技術面を教科書で読んで理解する
・利用者の特徴、障害部位の知識を図書館で本を
借り勉強した
②
実習中に力を入れたこと
1 年生 2 年生
コミュニケーション・利用者とのコミュニケーション
・笑顔やコミュニケーション
・とにかく挨拶、声かけ、笑顔、元気
・明るく笑顔で利用者に接する
・スタッフとのコミュニケーション
・スタッフとの関わり方
・積極的な挨拶、声かけ、笑顔
・コミュニケーションの中から情報収集
・傾聴と共感
コミュニケーション・たくさんの利用者と関わること
・利用者とのミュ二ケーション
・利用者の情報収集を行うこと
・利用者・職員とのコミュニケーション
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体調
・体調管理
・体調を悪くしないようにした
・健康管理
態度
・職員の動きや利用者への接し方に注意する
・23 日間での日中活動作り
・積極的に行動する　・挨拶・笑顔を忘れず
・時間を守る　・職員のやり方を見て実践する
・緊張せず常に笑顔でいることを心がけた
その他
・勝手なことをしないように気をつけた
・日々の目標やその日の反省
・わからないことはすぐに質問する
・出来るところはさせていただけるように積極的
に動く　・相手を理解する
・日誌の書き方　・技術習得（手順、ケアの方法）
・毎日の日誌提出や報告、連絡、相談を心がけた
・残存機能を生かした援助　・利用者に対する接
し方に注意する　・事故に留意した
学習
・知識・技術の向上と介護福祉士の意識向上に力
を入れた　
・わからない障害を理解
・介護の技術
・テクニックを見る、行う
・日誌の書き方
③
実習後のまとめ
1 年生 2 年生
ノート
・日誌のコメントや振り返りのアドバイスをノー
トに書き留めた
・実際にあったことを事例にして良い点、悪い点
を考えた
・メモ帳をまとめたり、日誌をまとめたり、反省
点を活かせるようにした
・実習で学んだことを振り返りながらまとめた
・実習記録をまとめた
ノート
・日誌を再確認した、メモしたことや指導を受け
たことを新たに書いた
・緊張感を抜かずに実習で行ったことをメモ書き
程度に記入していた
反省
・反省をもとに次の施設での目標を考えた
・自分の足りないところの反省や、こういう体験
をしたから学びになった
・反省会での助言を下に自分を振り返り、どう改
善していくか考えた
反省
・総復習、反省を行い次回の実習の準備をした
・何がダメだったのか反省をした
・前回の実習の反省点を乗り越えられたか
・できなかったことを反省としてあげる
振り返り
・今までしていたことを振り返った、メモしたこ
となどを読み返していた
・どのようなことが上手くできなかったかなどの
振り返り　・記録の振り返り
・日誌の振り返り（指導者コメント）
・自分に足りない部分は何かを考える
振り返り
・失敗した点、よかった点　・目標に対しどうだっ
たか　・実習中どのようなことを学んだか振り
返り　・職員のやり方を振り返る
・自分自身がどう接し、それが良かったか、悪かっ
たか、今後どう活かすか
・利用者がより良い生活を送るために必要な事は
何か　・今回の実習で何を学んだか
表 5　日誌の書き方で困ったこと（自由回答）
1 年生
・“である”なのか“です、ます”なのか迷った。
・最初の頃は自分の思っていたことと違う書き方だった。
・実習が始まる前に明確な指導がなく途中で書き方が違うと言われたこと。
・根拠を調べる時間が掛かった。
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2 年生
・メモを取れないときに後で取り忘れ、記憶が曖昧になった。
・根拠の事例が（書き方）がわからないまま実習日誌を書いていた。
表 6　実習中の体調の変化（具体的な内容）
1 年生
・睡眠不足により翌日の体調不良、集中力の低下、精神的な余裕の低下
・精神的な苦痛（利用者に対して）
・食欲不振になった、熱中症になった、うつ状態になった、脱水状態になり倒れた、過呼吸になって倒れた
・睡眠不足（1 日平均 2 ～ 3 時間、一睡もできない日もあった）、血尿が出ていた、事故が怖かった
2 年生
・疲れがたまり睡眠不足もあり、集中することに苦労した　・食欲が出ない　・手を怪我した
・土・日の気が抜けたとき、嘔吐下痢を繰り返した
・職員の方と上手くコミュニケーションが取れずに実習が終わってしまうことが多くあり、実習前より萎縮し
体調が優れなかった　・実習中は日誌を書くのが夜中１時、遅くて 3 時過ぎまでかかった、睡眠不足やお腹
を痛めた、風邪を少し引いてしまったが休んだことはなかった
・施設に慣れようとしたり、緊張して実習でのことを考えたりすることによって体調を崩すことがあった
表 7　ケースレポートについて（自由回答）
①まとめて思ったこと
・やりがいを感じられた　・自分の情報不足や知識不足が目立った
・相手のためでなく自分中心だったと反省をした　・自分のケアの方法に対し、他にどういうケアの方法がで
きたのかをみんなの意見を聞きたい　・大変だったがとても楽しく出来た　
・指導する先生によって内容の濃さが変わることに違和感があった
・まとめる段階はきつかったがやってよかったと思った
②発表について
・原稿３０枚以上の内容を 7 分に縮めて発表することがとても難しく感じた
・練習不足だったと深く反省した。また、他者が見てわかりやすいようにまとめるべきだったと思った　・自
分がしたことが正しいのか不安
図 8　まとめ終えるまでの期間８．ケースレポートをまとめ終えるまでにか
かった期間は 8 週間以上 8 名が最も多く、続
いて７週間 2 名、8 週間・6 週間・5 週間が各
１名となっている（図 8）。ケースレポートを
まとめて思ったこと、発表について、人の発
表を聴いてどう思ったか、についてはそれぞ
れ表 8 ～ 10 に示す。また、自由回答について
は表 7 にまとめた。
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人の対象者を選び 23 日間の長期実習というこ
ともあって利用者や施設での態度について、
挨拶や笑顔、接し方に配慮した関わり方に努
めている。また、2 年間の集大成としてケース
レポートをまとめることから、必要な知識や
技術を得るための学習も積極的に行っている。
　介護に必要な能力としては知識、技術、態
度があげられるが、介護の実践能力の育成に
は実習、演習を重視しなければならない。介
護技術（熊谷・河野［1983：122］）は「人間
を対象にした実践的行動を基盤にしてその対
象が持つ生活上の問題解決に向けて、種々の
規則や法則を用い、さらには断片的知識を有
機的に統合させ、対象のよりよい生活状態を
生みだす為の体系化された一連の援助過程」
であり、そこには「介護者のもつ介護観や、
今何をどのように行うべきかという判断力、
さらには創造的能力が存在しなければならな
い」という。実際に、実習後のまとめでは、1・
2 年生ともノート記載、反省、振り返りの 3 つ
の項目の中に介護技術のスキル向上の内容が
見られた。ノート記載では 1 年生は事例とし
て記録した、指導者からのアドバイス、メモ
帳、日誌等の学生にとって初めての体験で得
られた内容のまとめが多かった。2 年生では指
導されたこと、メモなどをノートに書くとい
うのが多かった。1 年生に比べ長期実習なので
得る情報や指導も多く、各自メモしたものを
ノートに整理するという学生が多かった。振
り返りは 1・2 年生とも行ったことの振り返り
（良かった点・失敗した点）が多かった。また、
その他の項目で 1 年生では日誌をはじめ記録
類の振り返りが多く見られたが、2 年生では、
自分と利用者や職員との関わりについての振
り返りと何を学んだかという内容であった。
　学生達は実習に行く前から終了するまで精
神的な緊張状態であり、実際に体調不良を訴
えた学生は 31%であった。具体的な内容とし
て睡眠不足による集中力の低下や精神的な余
裕のなさ、食欲不振、嘔吐下痢、血尿等がみ
表 8　まとめてどのように思ったか
自分自身の成長に大きく役立った 9 名
介護について深く考えることができた 7 名
その他 6 名
まとめることで理論的な理解が深まった 5 名
きつかった 4 名
まとめるうちに楽しくなった １名
もう二度とやりたくない １名
表 9　発表について
自分自身の成長に大きく役立った 7 名
あまり上手く発表することができなかった 5 名
上手く発表することができた 3 名
多くの人に報告でき良かった 3 名
自分の自信につながった 2 名
表 10　人の発表を聴いてどう思ったか
自分もできるだろうかと考え不安になった 19 名
発表内容を参考に自分も頑張ろうと思った 15 名
自分自身の学びになった 11 名
感動した 7 名
考察
アンケートの結果から得られたことは、実
習が学生にとって大きな負担になってきてい
るという現状であった。
　実習での学生の取組みについて、実習前、
実習中、実習後に分けて表 4 ‐ ①②③にまと
めたが、実習前では 1・2 年生とも“施設に関
すること”“態度”“学習について”の項目を
上げ事前に下調べや予習等を行っている。
　実習中には 1・2 年生とも対人援助の基本と
なるコミュニケーションに力を入れている。
その他で、1 年生は初めての実習でハードな
スケジュールを体験するということもあって、
体調管理に心がけている様子が見られた。ま
た、“勝手なことはしない”“利用者への接し方”
“指導者や職員との報告、連絡、相談を心がけ
た”等の常識的な心がけや“日誌の書き方““技
術習得”等に力を注いでいる。2 年生では、一
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とは重要であるが、2 年間という限られた時間
の中で学生の意欲を高めながら成果のある学
びとする工夫が必要である。
　実習日数に関する一つの提案として、特養
施設、老健施設、障害者施設を実習の三つの
柱として各 1 週間程度、他の施設を各 3 ～ 5
日間行う。長期実習は特養施設、老健施設、
障害者施設の中から学生の希望する施設で 4
週間程度行い実習時間の総数を規定された 450
時間ぐらいに抑える。
　一方、カリキュラム構成の変更も考えられ
る。現在は実習をⅠとⅡに分け、介護実習Ⅰ（6
単位）は 1 年生、介護実習Ⅱ（5 単位）は 2 年
生に配分している。現状では学年で 6 単位と 5
単位になっているため、単位数との兼ね合い
で日数を増やさざるを得ない。現状の中で 450
時間に近づけても 59 日が必要だが 2 年間で
450 時間とすると 57 日で抑えることが出来る。
　記録については、日誌は実習を行った翌日
に提出することを義務付けている。毎日の日
誌を書く時間は概ね 3 ～ 4 時間前後でそれ以
上かかっている学生も 2 名程見られた。また、
日誌の書き方で困ったこととして、書き方が
わからない 16 名、記録の構成が難しい 9 名、
書く内容がわからない 4 名、実習中の情報不
足 15 名であった。日誌の様式は医療分野で多
く取り入れられている SOAP 様式を取り入れ
た本学独自のものを用いている。現在は一般
的に文章作成が苦手な学生が多いと言われる
ので書きやすい様式の検討が必要なのかもし
れない。
　今回の調査によって、学生の抱えている様々
な課題が浮き彫りになった。この解決には、
健康の４要素の主要部分を占めるライフスタ
イルと環境の改善が求められる。特に環境で
は先に述べた提案内容等を含めた対応の必要
性が示唆された。今後、国家試験制度や医療
的ケア等、学生を取り巻く学習環境は厳しく
なってくる。学生に効果的な実習教育となる
ような努力が求められる。
られた。
　ストレスに対処するためにはライフスタイ
ルのあり方が決め手になる。ライフスタイル
（安達［2001:2］）とは「食事や運動、休養な
どふだんの生活の仕方のほかに、仕事の仕方、
対人関係のとり方などその人の生き方や価値
観を含んだ行動」をいう。そして、自分の健
康を管理（セルフケア）していくためには、
ライフスタイルを含めた環境が重要であると
言われる（図 9）。
図 9　健康の４要素
（ライフスタイル療法 p2）
学生自身の対応としては睡眠、食事等のライ
フスタイルを整えることが必要である。
　実習施設は、利用者の生活の場であり、そ
の協力を得ながら学ぶ為、学生側には利用者
に対しての配慮は当然のことである。そのよ
うな状況の中で、学生個人のライフスタイル
を整えること、と並行して少しでも学生が良
い学びを得られる実習環境を整えていく必要
がある。
まとめ
　介護が“実践の技術”と言われるように実
習は介護教育の中核であり、厚生労働省の規
定にも 450 時間以上とされている。しかし、
本学では 67 日間 536 時間行っており、基準よ
り 86 時間も多く組まれている。少しでも多く
の施設を見て、介護の活躍の場を理解するこ
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